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Ｑ　　
＆Ａここが聞きたい

－第 3 回（6月）定例会－
■
専
決
処
分
の
報
告

∏
　
国
民
健
康
保
険
条
例
の

改
正

主
な
内
容

出
産
、育
児
に
係
る
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
る
よ
う
定

め
た
、経
過
措
置
が
終
了
す
る

た
め
、引
き
続
き
支
給
す
る
措

置
を
講
ず
る
た
め
の
改
正
。

（
承
認
　
全
員
）

π
　
固
定
資
産
税
の
課
税
免

除
に
関
す
る
条
例
の
改
正

主
な
内
容

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別

措
置
法
の
延
長
に
伴
い
、
製

造
の
事
業
、
旅
館
業
、
若
し

く
は
情
報
通
信
技
術
利
用
事

業
の
用
に
供
す
る
設
備
を
新

設
、
ま
た
は
増
設
し
た
も
の

に
対
し
、
固
定
資
産
税
の
課

税
免
除
規
定
を
、
引
き
続
き

延
長
す
る
も
の
。

（
承
認
　
全
員
）

∫
　
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
改
正

主
な
内
容

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
基
礎
課
税
分
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
、
介

護
納
付
金
分
を
、
引
き
上
げ
、

国
保
税
の
限
度
額
を
７
７
万

円
と
す
る
も
の
。

（
承
認
　
全
員
）

問
　
橋
本
眞
一
議
員

国
保
税
の
限
度
額
20
年
が

68
万
円
、
21
年
が
69
万
円
、

22
年
が
73
万
円
、
今
年
が
77

万
円
と
、
限
度
額
を
払
う
人

は
厳
し
い
と
思
う
が
。

答
　
井
上
税
務
課
長

単
独
で
市
町
村
が
決
め
る

金
額
で
は
な
い
、
地
方
税
法

施
行
令
の
改
正
に
伴
う
改
正

で
、
限
度
額
が
上
が
る
こ
と

に
よ
り
、
中
間
層
の
税
負
担

が
少
し
減
る
と
い
う
考
え
も

あ
る
。

ª
　
税
条
例
の
改
正

主
な
内
容

地
方
税
法
な
ど
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
、
住
宅
や
家
財
等
に

つ
い
て
生
じ
た
損
失
額
を
総

所
得
金
額
な
ど
か
ら
雑
損
と

し
て
控
除
で
き
る
こ
と
な
ど
。

（
承
認
　
全
員
）

º
　
22
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
８
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

１
億
７
１
９
５
万
９
千
円
を

追
加
し
、
85
億
６
６
９
８
万

６
千
円
。

（
承
認
　
全
員
）

Ω
　
22
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
４
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

２
５
７
９
万
円
を
減
額
し
、

１
１
億
１
６
０
８
万
７
千
円
。

（
承
認
　
全
員
）

æ
　
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書
の
報
告

項

２企　画　費

１農　業　費

２林　業　費

２道路橋梁費
３河 川 費
１消 防 費
１教育総務費

事　業　名
共 聴 施 設 デ ジ タ ル 化 支 援 事 業
住民生活に光をそそぐ臨時交付金事業
き め 細 や か な 臨 時 交 付 金 事 業
む ら づ く り 交 付 金 事 業
県営工事負担金（農村災害対策整備事業）
県営林道負担金（下土居桧谷線１・２工区）
道 整 備 交 付 金 事 業（林道）
き め 細 や か な 林 道 整 備 事 業
県 営 工 事 負 担 金 （道路橋梁管理）
県営工事負担金（急傾斜地崩壊対策事業）
仁淀川町木造住宅耐震改修事業
学 校 図 書 館 図 書 整 備 事 業
合　　　　　計

22年度繰越明許費繰越計算書 （単位：千円）

長者　万才橋
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■
若
者
定
住
促
進
不
動
産

譲
渡
に
関
す
る
条
例

主
な
内
容

若
者
の
定
住
促
進
を
図
る

た
め
、
町
が
所
有
す
る
不
動

産
を
、
自
ら
住
宅
を
必
要
と

す
る
者
に
対
し
て
、
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
。

問
　
農
本
規
仁
議
員

候
補
地
は
あ
る
の
か
。

答
　
岡
崎
総
務
課
長

以
前
、
議
員
か
ら
出
て
い

た
、
遊
休
地
の
こ
と
。

問
　
橋
本
議
員

畑
で
し
か
利
用
が
で
き
な

い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
。

答
　
総
務
課
長

現
在
の
と
こ
ろ
、
若
者
定

住
と
い
う
こ
と
で
、
建
物
を

建
て
る
こ
と
を
前
提
に
考
え

て
い
る
。

問
　
橋
本
議
員

ど
う
し
て
も
建
物
を
建
て

る
こ
と
が
条
件
か
。

答
　
総
務
課
長

建
物
を
建
て
る
こ
と
が
前

提
。建

物
を
使
用
し
て
い
る
方

に
は
、
建
物
付
き
で
売
り
、

住
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
条
件
。

問
　
藤
野
格
昭
議
員

８
条
に
審
査
会
を
置
く
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
メ
ン

バ
ー
構
成
は
。

答
　
岡
崎
総
務
課
長

職
員
の
課
長
で
。

（
可
決
　
全
員
）

■
多
目
的
集
会
施
設
等
複

合
集
会
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
改

正主
な
内
容

森
山
地
域
集
会
所
の
完
成

に
伴
い
、
条
例
に
追
加
す
る

も
の
。

（
可
決
　
全
員
）

■
23
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
２
３
８

６
万
６
千
円
を
追
加
し
、
６

２
億
２
２
３
３
万
９
千
円
と

す
る
も
の
。

問
　
農
本
規
仁
議
員

タ
バ
コ
は
課
税
物
質
で
国

税
と
市
町
村
税
に
分
配
さ
れ

る
。コ

ン
ビ
ニ
は
週
３
回
、
一

般
の
小
売
店
は
週
１
回
配
達
、

コ
ン
ビ
ニ
の
な
い
本
町
で
は

大
変
不
公
平
で
は
な
い
か
。

Ｊ
Ｔ
、
国
に
対
し
て
、
課

税
物
資
な
ら
ば
公
平
に
で
き

な
い
か
。

答
　
大
石
町
長

町
税
に
と
っ
て
、
た
ば
こ

税
は
大
変
貴
重
な
も
の
で
、

機
会
が
あ
れ
ば
申
し
入
れ
を

し
た
い
。

（
可
決
　
全
員
）

■
23
年
度
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
１

号
）歳

入
歳
出
予
算
に
180
万
円

を
追
加
し
、
７
８
６
６
万
２

千
円
と
す
る
も
の
。

（
可
決
　
全
員
）

■
22
年
度
（
繰
越
）
農
山

魚
村
地
域
整
備
交
付
金
事

業
林
道
松
原
線
開
設
工
事

請
負
契
約
の
締
結

契
約
の
方
法

指
名
競
争
入
札

契
約
金
額

６
６
３
６
万
円

契
約
の
相
手
方

（
株
）
仁
淀
工
業

主
な
内
容

本
年
度
は
、
事
業
費
７
０

０
０
万
円
で
、
延
長
610
ｍ
を

計
画
。

入
札
は
、
23
年
５
月
26
日

に
町
内
の
８
業
者
で
、
工
期

は
議
決
の
翌
日
か
ら
、
23
年

12
月
25
日
を
予
定
。

（
可
決
　
全
員
）

■
23
年
度
道
整
備
交
付
金

事
業
町
道
寺
野
、
駄
場
線

開
設
工
事
請
負
契
約
の
締

結契
約
の
方
法

指
名
競
争
入
札

契
約
金
額

５
２
０
８
万
円

契
約
の
相
手
方

（
株
）
西
森
建
設

主
な
内
容

本
年
度
は
、
事
業
費
６
０

０
０
万
円
で
、
延
長
114
ｍ
の

改
良
と
、
全
路
線
の
舗
装
を

行
な
う
計
画
。

入
札
は
、
23
年
５
月
26
日

に
町
内
の
８
業
者
で
、
工
期

は
議
決
の
翌
日
か
ら
、
23
年

11
月
30
日
を
予
定
。

（
可
決
　
全
員
）

■
23
年
度
道
整
備
交
付
金

事
業
町
道
寺
村
線
改
良
工

事
請
負
契
約
の
締
結

契
約
の
方
法

指
名
競
争
入
札

契
約
金
額

９
１
６
６
万
５
千
円

契
約
の
相
手
方

（
株
）
不
二
土
木

主
な
内
容

本
年
は
最
終
年
度
で
、
事

業
費
９
５
０
０
万
円
で
、
延

長
197
ｍ
を
改
良
し
、
完
了
を

目
指
す
。

入
札
は
、
23
年
５
月
26
日

に
町
内
の
８
業
者
で
、
工
期

は
議
決
の
翌
日
か
ら
、
24
年

２
月
29
日
を
予
定
。

（
可
決
　
全
員
）

森山地域集会所
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編

後
集

記

千
年
に
一
度
の
東
日
本
大

地
震
。
天
災
が
人
災
に
な
ら

な
い
よ
う
西
日
本
は
万
全
の

対
策
を
。

（
農
本
）

小
鳥
の
さ
え
ず
り
に
、
意

識
の
中
で
、
目
覚
め
て
い
く
、

清
々
し
い
朝
。
も
う
少
し
時

間
が
。

（
安
井
）

あ
っ
と
い
う
間
の
４
ヶ

月
。
桜
が
咲
き
、
早
々
に
梅

雨
が
終
わ
り
、
と
て
も
暑
い

夏
が
来
ま
し
た
。

（
福
原
）

自
然
の
水
、
怒
濤
の
津
波

で
は
人
の
命
を
奪
い
、
清
流

の
水
は
人
の
生
命
に
一
日
も

欠
か
せ
な
い
。

（
片
岡
）

人
と
し
て
、
責
任
感
と
勇

気
と
心
づ
か
い
の
で
き
る
人

生
を
。

（
岡
田
）

「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」

世
界
一
、
や
り
ま
し
た
ネ
。

「
佐
高
ソ
フ
ト
部
」
応
援

し
て
ま
す
。
（
西
森
（
常
））

道
路
の
欠
落
、
崩
落
が
相

次
ぐ
地
域
の
生
活
道
が
奪
わ

れ
る
自
然
の
力
の
前
に
な
す

す
べ
も
な
い
。

（
藤
野
）

日

記

帳

23
年

３
月
８
日
〜
10
日

第
２
回
定
例
議
会

15
日
　
町
内
中
学
校

卒
業
式

17
日
　
全
員
協
議
会

19
日
　
池
川
自
然
学
園

卒
業
式

20
日
　
大
崎
・
池
川
小
学
校

卒
業
式

21
日

名
野
川
小
学
校

卒
業
式

23
日
　
別
府
・
長
者
小
学
校

卒
業
式

26
日
　
名
野
川
保
育
所
卒

園
式
及
び
休
園
式

31
日
　
吾
川
郡
町
村
議
会

議
長
会
総
会

４
月
７
日
　
議
会
だ
よ
り
特
別

委
員
会

８
日
　
春
季
戦
没
者
追
悼

式(

池
川)

10
日
　
中
津
観
光
開
き

13
日
　
議
会
だ
よ
り
特
別

委
員
会

15
日
　
春
季
戦
没
者
追
悼

式(

吾
川)

春
季
戦
没
者
追
悼

式(

仁
淀)

22
日
　
全
員
協
議
会

27
日
　
高
吾
北
地
区
安
全

協
会
監
査
（
佐
川
町
）

５
月
９
日
〜
12
日

吾
川
郡
議
長
会
県

外
研
修
（
三
重
県

鳥
羽
市
等
）

17
日
〜
18
日

第
36
回
全
国
議

長
・
副
議
長
大
会

（
東
京
都
）

22
日
　
森
山
地
域
集
会
所

落
成

24
日
　
高
吾
北
地
域
安
全

協
会
役
員
会
、
総

会
（
佐
川
町
）

25
日
　
国
道
33
号
整
備

促
進
期
成
同
盟
会

高
知
県
協
議
会

（
い
の
町
）

６
月
１
日
　
高
吾
北
広
域
町
村

議
会
（
越
知
町
）

議
会
運
営
委
員
会

３
日
　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
総
会

バ
レ
ー
の
練
習
試
合
の
時
で
す
。
い
つ
も

の
よ
う
に
一
日
練
習
で
、
あ
た
り
前
の
よ
う
に

お
弁
当
が
い
り
ま
す
。

し
か
し
、
母
は
仕
事
で
お
弁
当
を
作
る
人

が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
時
、
何
も
言
わ
ず

に
普
段
作
ら
な
い
父
が
、
お

弁
当
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
「
お
父
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。」
と
言

い
、
父
の
気
持
ち
に
笑
顔
で
応
え
ま
し
た
。

仁
中
　
岩
本
　
あ
か
り

私
の
父
は
、
言
葉
で
気
持
ち
を
伝
え
る
の

が
苦
手
な
父
で
す
。

で
も
、
私
に
は
言
葉
に
出
さ
な
く
て
も
、

父
の
気
持
ち
が
分
か
り
ま
す
。

ラ�コ�ム�

私
の
父

仁淀中学校　招待球技大会


